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EU 加盟国は 5 日に開いた財務

相理事会で、付加価値税（VAT）の

脱税防止強化策で合意した。域内

でデジタルプラットフォームを活

用した越境取引が増え、VAT 徴収

が難しくなるなか、事業者にリア

ルタイムで当局に取引を報告する

ことを義務付けるのが柱となって

いる。 

現行の法令では、他の加盟国の

事業者にモノ、サービスを販売し

た企業は、取引を自国の税務当局

に数カ月に 1 度報告することに

なっている。しかし、当局が溜

まったデータを十分に処理でき

ず、嘘の報告を見破れないケース

が多い。 

合意した新ルールでは、事業者

が電子インボイスを通じて、リア

ルタイムで取引について報告する

ことが求められる。プラット

フォームを利用した旅客輸送、短

期宿泊者を受け入れる事業者に関

して、顧客からVATを直接徴収し、

当局への納付を義務付けることな

ども盛り込まれた。欧州議会の承

認を経て、2030 年に適用を開始す

ることを目指す。 

EU では VAT が各加盟国の重要

な税収減となっているが、脱税が

横行しており、欧州委員会による

と 21 年に加盟国は合わせて約

610 億ユーロの徴収漏れがあった

という。 

<EUR12483> 

 

 

 

EU情報

EU加盟国、VAT脱税防止強化策で合意 
リアルタイムの取引報告を義務化 
都市下水や産業排水が水域環境

に悪影響を及ぼすのを防止する

EUの「都市排水処理指令」改正案

が 5 日、加盟国の担当相による閣

加盟国の都市排水管理に関する義

務、企業の廃水処理の負担が増す。

規制を適用する都市の規模を現在

の人口 2,000人から 1,000人に引き

次処理で微量水質汚染物質を除去

する義務も生じる。 

また、拡大生産者責任（EPR）を

強化する。微量水質汚染物質の主

な排出減である製薬会社、化粧品

メーカーに対して、4 次処理の費

用の 80％以上を負担することを求

める。 

 

「都市排水処理指令」改正案が成立 
規制が大きく強化 
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僚理事会で採択された。これに

よって改正案の施行が決定し、加

盟国や企業への規制が大幅に強化

される。 

改正案では規制適用対象が、よ

り小規模の処理場まで拡大され、

下げる。 

加盟国は 2035年までに、都市排

水の 2 次処理で生分解性有機物

（BOM）を除去することが求めら

れる。39 年までに都市浄水場で窒

素とリンを除去し、45 年までに 4

加盟国は 31カ月以内に国内法を

整備し、同指令を履行しなければ

ならない。 

<EUR12484> 

 

 

https://fbc.de/business/sample/
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欧州委員会は 6日、ガラス製品大

手の米コーニングが EU 競争法に

違反している疑いがあるとして、

正式調査を開始したと発表した。

スマートフォンなどの保護に使わ

れる強化ガラス「ゴリラガラス」を

めぐり、世界での寡占的な地位を

悪用し、スマホメーカーなどと独

占契約を結んでいることを問題視

している。 

ゴリラガラスはスマホやタブ

レット端末、スマートウォッチな

どの画面を傷や衝撃から保護する

ための強化ガラス。 

欧州委によると、コーニングは携

帯電話メーカーなどとゴリラガラ

スの独占供給契約を結び、他社の保

護ガラスを採用しない代わりにリ

ベートを支払っている。契約には、

他社が低価格での供給を打診して

きた際、コーニングにその旨を知ら

せ、同社が値引きできない場合に

限って独占契約を解除できるとい

う条項も盛り込まれている。 

欧州委はコーニングがスマホな

どの保護ガラス市場での支配的地

位を乱用して関連メーカーに独占

契約を強い、他社を市場から締め

出そうとしており、これによって

消費者が低価格の保護ガラスを利

用する機会を奪っている可能性が

あるとして、調査を進める。 

コーニングは競争法違反と最終

認定された場合、全世界の売上高

の最大 10％に相当する制裁金の支

払いを命じられる可能性がある。 

<EUR12485> 

コーニングを競争法違反で調査 
欧州伊、スマホ保護ガラス巡り 
欧州委員会は 4日、米アップルの

携帯端末アイパッド（iPad）の基本

ソフト（OS）が、巨大 IT企業に対

欧州委は 4月、アイパッドの基本

ソフト（iPadOS）を「ゲートキー

パー（門番）」と呼ばれる巨大プ

由に選択できるようにすることな

どを求められている。 

アップルは 11月 1日、iPadOSの

DMA に関するコンプライアンス

（法令順守）リポートを公表した

ばかり。欧州委は同リポートの内

容を精査し、DMAで定められた規

アイパッドの基本ソフト 
EUがデジタル市場法順守か検証 
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する EUの新規制「デジタル市場法

（DMA）」の規則を順守しているか

どうかを検証する作業に着手する

と発表した。 

ラットフォームに指定した。これ

に伴い、アップルはアイパッド利

用者が初期ブラウザ（ウェブサイ

トを閲覧するためのソフト）を自

則をすべて順守しているかどうか

を慎重に検証するとしている。 

<EUR12486> 

 

欧州委員会は 8日、中国系電子商

取引（EC）サイトの「テム（Temu）」

が EU の消費者保護法に違反して

いるとして、欧州の EU加盟国を中

心とする消費者保護当局で構成さ

れる「消費者保護協力（CPC）」ネッ

トワークを通じて同社に是正を指

示したと発表した。 

欧州委によると、CPC ネット

ワークはテムに関する調査の結果、

同社が◇値引きしたかのように

装って消費者の購買意欲をあおる

◇在庫が少ない、または販売期限が

迫っているといった虚偽の宣伝で、

消費者に購入するよう圧力をかけ

ている──といった複数の問題行

為があると認定。これらが EUの消

費者保護法に違反しているとして

是正を命じた。 

テムは 1 カ月以内の対応を求め

られる。CPC ネットワークが是正

を不十分と判断すれば、同社は制

裁金支払いを命じられる可能性が

ある。 

テムはファッション製品、日用品

をなど低価格で販売するサイト。

EUの「デジタルサービス法（DSA）」

で特に厳しい規制が適用される「巨

大オンラインプラットフォーム

（VLOP）」に指定されている。 

同社をめぐっては、欧州委員会

が 10 月末、違法商品対策などで

DSA のルールを順守していない疑

いがあるとして、正式調査を開始

したと発表していた。 

<EUR12487> 

中国系ECサイト「テム」 
消費者保護法違反でEUが是正指示 
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EU統計局ユーロスタットが 7日

に発表したユーロ圏の 9 月の小売

業売上高（速報値・数量ベース）は

前年同月比 2.9％増だった。プラス

となるのは 3カ月連続。（表参照） 

分野別では食品・飲料・たばこが

0.2％増、非食品（自動車燃料を除

く）が 5.3％増だった。 

EU27 カ国ベースの小売業売上

高は 2.8％増。主要国はスペインが

4.3％増、ドイツが 3.9％増、フラン

スが 3.4％増と好調だ。イタリアは

現時点でデータがまとまってい

ない。 

 

ユーロ圏の小売業売上高 
3カ月連続増加 

<EUR12488> 

4月 5月 6月 7月 8月 9月

ユーロ圏 0.8 0.4 -0.8 0.1 2.4 2.9

EU27カ国 0.7 0.5 -0.5 0.5 2.4 2.8

ベルギー -5.1 -4.6 -6.3 -4.0 -1.7 -0.7

ブルガリア 9.9 1.6 4.4 6.8 4.9 4.8

チェコ 5.7 3.0 3.7 4.9 5.3 C

デンマーク -0.6 -0.1 1.8 3.1 -1.4 2.0

ドイツ 0.7 -1.8 -2.1 -0.4 2.1 3.9

エストニア -4.9 -4.0 -4.1 -3.1 -2.7 -4.4

アイルランド 1.4 -0.3 -1.4 1.0 -1.4 1.1

ギリシャ -6.4 10.5 5.9 -2.7 -5.2 C

スペイン 0.5 0.1 0.4 1.2 2.3 4.3

フランス 3.0 1.8 0.0 -0.6 5.0 3.4

クロアチア 8.6 8.4 5.6 7.9 5.7 7.1

イタリア -1.0 -0.8 -0.9 C C C

キプロス 1.9 3.8 3.9 1.1 5.7 4.5

ラトビア 0.3 0.9 -1.3 0.1 0.7 0.2

リトアニア 2.4 5.7 2.6 5.6 4.2 4.8

ルクセンブルク 18.5 19.9 16.9 9.6 16.9 13.1

ハンガリー 3.2 3.7 2.5 2.5 4.1 1.8

マルタ 8.5 5.9 2.7 2.8 2.3 2.5

オランダ 1.9 2.4 -1.9 1.9 2.4 1.5

オーストリア 1.8 1.0 -4.0 -0.3 0.7 2.7

ポーランド -7.8 -2.1 -2.4 1.2 0.7 -3.0

ポルトガル 1.9 2.9 3.2 2.4 5.6 5.2

ルーマニア 9.9 6.1 10.3 6.5 8.7 10.3

スロベニア 1.2 -0.7 -0.2 3.1 1.6 -3.0

スロバキア 8.6 5.3 1.7 5.0 1.1 3.9

フィンランド -4.4 -0.1 -1.8 -1.8 0.3 -2.1

スウェーデン C C C C C C

C 未公表

小売業売上高の変動率（国別・前年同月比 ％）
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EU 統計局ユーロスタットが 6 日

に発表したユーロ圏の 9 月の生産

者物価（建設業を除く）は前年同月

比で 3.4％の低下だった。マイナス

となるのは 17 カ月連続。下げ幅は

前月の2.3％を上回った。（表参照） 

分野別ではエネルギーが 11.6％

下落と大幅に下がった。鉄鋼など

中間財は 0.7％低下。資本財は

1.3％、耐久消費財は 0.5％、非耐久

消費財は 1.5％の上昇となった。 

EU27カ国ベースでは 3.3％下落。

主要国はドイツが 1.7％、フランス

が 7.0％、イタリアが 2.7％、スペイ

ンが 5.2％の幅で低下した。 

ユーロ圏生産者物価 
9月も低下 

<EUR12489> 

ユーロ圏 4月 5月 6月 7月 8月 9月

中間財 -3.9 -3.1 -2.3 -1.1 -0.9 -0.7

エネルギー -15.0 -11.8 -9.8 -7.3 -7.8 -11.6

資本財 1.5 1.7 1.5 1.3 1.5 1.3

耐久消費財 1.2 0.6 0.7 0.3 0.3 0.5

非耐久消費財 0.7 1.0 1.1 1.1 1.1 1.5

EU27カ国

中間財 -4.1 -3.1 -2.3 -1.2 -0.8 -0.8

エネルギー -13.7 -10.5 -8.7 -6.1 -7.1 -10.6

資本財 1.7 1.7 1.7 1.5 1.7 1.5

耐久消費財 0.6 0.2 0.3 0.2 0.1 0.3

非耐久消費財 0.5 0.7 0.9 0.9 1.0 1.4

4月 5月 6月 7月 8月 9月

ユーロ圏 -5.6 -4.2 -3.3 -2.2 -2.3 -3.4

EU27カ国 -5.5 -4.1 -3.2 -1.9 -2.1 -3.3

ベルギー -3.0 -2.7 -1.3 -0.5 -1.3 -1.7

ブルガリア -10.6 -4.2 -2.8 0.9 1.9 -0.7

チェコ 1.4 1.0 1.0 1.7 1.2 0.6

デンマーク -4.4 -4.2 -2.9 -1.7 -0.8 -1.4

ドイツ -3.2 -2.3 -1.9 -1.1 -1.1 -1.7

エストニア -7.0 -3.8 -2.3 -0.7 1.7 -3.5

アイルランド -13.7 0.4 -3.5 6.1 -1.6 1.5

ギリシャ -3.3 -3.8 -2.4 -0.5 -0.7 -1.4

スペイン -6.7 -4.5 -3.2 -1.6 -1.4 -5.2

フランス -6.6 -6.9 -6.1 -5.7 -6.3 -7.0

クロアチア -2.0 -4.4 -4.8 -4.5 -5.6 -6.3

イタリア -8.0 -4.9 -3.5 -1.6 -1.1 -2.7

キプロス -4.2 -2.3 -2.1 -0.6 -0.5 -0.9

ラトビア -9.2 -6.7 -4.0 -6.4 -5.6 -7.4

リトアニア -2.5 -1.8 -1.1 -0.9 -3.5 -5.1

ルクセンブルク -14.6 -14.2 -14.1 -10.3 -10.5 -9.9

ハンガリー -5.0 -3.9 -0.3 1.3 1.2 -0.8

マルタ 0.8 0.5 0.2 0.2 0.2 0.6

オランダ -5.2 -4.1 -3.5 -1.5 -2.5 -3.3

オーストリア -8.6 -6.5 -5.1 -4.5 -4.5 -5.0

ポーランド -8.3 -6.8 -5.7 -4.3 -4.9 -5.2

ポルトガル -1.1 0.4 2.5 2.0 1.9 1.0

ルーマニア -5.7 -2.2 0.9 2.5 2.6 -2.7

スロベニア -3.8 -3.1 -2.7 -2.8 -1.9 -2.1

スロバキア -22.8 -20.7 -19.0 -18.9 -18.3 -18.5

フィンランド -2.1 0.0 -0.9 -1.0 -4.2 -2.3

スウェーデン 0.6 1.3 -0.1 1.0 0.3 -0.3

生産者物価指数：分野別変動率

(前年同月比　％)

生産者物価指数：国別変動率

(前年同月比　％)
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ドイツのオーラフ・ショルツ首

相（社会民主党＝ SPD）は 6日夜の

臨時記者会見でクリスティアン・

リントナー財務相（自由民主党＝

FDP党首）を解任すると発表した。

経済・安全保障上の危機に対応す

るため財政拡大を求める SPD と連

立与党・緑の党の要求を頑なに拒

否したことから、「離縁」に踏み

切った格好だ。これを受け FDP は

下野。ショルツ内閣は少数派政権

に転落した。1 月 15 日に開催され

る年明け最初の連邦議会で信任投

票を行う意向を示している。信任

は否決される公算が高く、3月末ま

でに総選挙が行われる見通しだ。 

与党 3 党はこれまで、2025 年度

予算をめぐって激しく争ってき

た。単年度財政赤字の対名目国内

総生産（GDP）比率を景気の影響を

除いた構造ベースで 0.35％以内に

とどめることを義務付けた基本法

（憲法）の「債務ブレーキ」ルール

の順守を、小さな政府を信奉する

FDP が強く要求。これに対し SPD

と緑の党は、構造危機に陥った経

済の再建やウクライナ危機への対

応には同ルールの適用除外が必要

だとしており、議論は平行線をた

どっていた。事態の打開に向け

SPD と緑の党の側から妥協案が出

されたものの、リントナー氏が受

け入れ拒んだことから、ショルツ

氏は解任という異例の手段を取っ

た。米国の大統領選挙でトランプ

前大統領の返り咲きが確定し、経

済・安全保障上のリスクの高まり

が予想されることは今回の決断に

影響した可能性がある。 

独・欧州を取り巻く環境は厳し

いことから、有識者や財界人の間

からは連邦議会（下院）の即時解散

と安定政権の速やかな樹立を求め

る声が出ている。それにもかかわ

らずショルツ氏が 1 月中旬まで解

散を延ばすのは、納税者負担の軽

減や企業支援などの重要法案を年

内に成立させたいという思惑があ

るためだ。法案可決に向け最大野

党のキリスト教民主・社会同盟

（CDU／ CSU）に協力を要請する

としている。ただ、CDU／ CSUは

即時解散を要求しており、協力を

得られるかどうかは定かでない。 

<EUR12490> 

 

 

持続可能なリチウム生産を手が

ける豪バルカン・エナジー・リソー

シズは 7日、独フランクフルト市西

部のヘキスト工業団地内でリチウ

ムイオン電池の主要材料の 1 つで

ある水酸化リチウムの生産を開始

すると発表した。原料の採掘に始

まるバリューチェーンがすべて欧

州内で完結することから、重要資

源の域外依存低減につながると意

義を強調している。 

品質チェックなどを行うための

プレ商業生産施設を稼働させる。

製品は顧客のステランティス、ル

ノー（自動車）、LG（電池）、ユミ

コア（正極材）などに提供し、検証

を受ける。水酸化リチウムの前駆

体である塩化リチウムは西南ドイ

ツのランダウ工場で生産し、ヘキ

スト工業団地に輸送する。 

商業生産はヘキスト工業団地で

行う。第 1段階では電動車 50万台

分に相当する年2万4,000トンを生

産する計画だ。 

バルカンは原料採掘から加工に

至る全プロセスで化石燃料を一切

用いないことから、同社の水酸化

リチウムは持続可能性が高い。

カーボンフットプリントは世界で

最も低いとしている。 

<EUR12491> 

 

 

独連立政権瓦解、首相が財務相を解任 
債務ブレーキで対立、3月末までに総選挙 

豪バルカンが独でリチウム生産開始 
欧州完結のバリューチェーンで域外依存低減 

 

西欧 
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独鉄鋼 2 位メーカーのザルツギ

ターは 4日の適時開示で、第 2位株

主である複合企業の GP ギュン

ター・パーペンブルクが同社の株

式公開買い付け（TOB）を検討して

いることを明らかにした。GPギュ

ンター・パーペンブルクは独リサ

イクリング企業 TSR リサイクリン

グとコンソーシアムを組み、すで

に保有する分を含めザルツギター

株を最低 45％プラス 1 株、取得す

る考え。1株当たりの買い取り提示

額や TOBの狙いなど詳細は現時点

で明らかにされていない。 

GPギュンター・パーペンブルク

は建設や建材、建機、リサイクルな

ど幅広い事業を手がける企業で、

雇用規模は約 4,000 人。ザルツギ

ター株の保有比率は 25.1％で、筆頭

株主のニーダーザクセン州（同

26.5％）に次いで多い。コンソーシ

アムのパートナーである TSR リサ

イクリングは廃棄物処理大手レモ

ンディスの完全子会社で、雇用規

模は約 4,300人に上る。 

ザルツギターは従業員数が 2 万

5,000人に上る。2024年 12月期は売

上高 95億ユーロ、税引き前赤字 2

億 7,500万～ 3億 2,500万ユーロを

見込む。 

<EUR12492> 

 

 

軸受大手の独シェフラーは 5日、

欧州で人員削減を実施すると発表

した。パワートレイン大手ヴィテ

スコの吸収合併と業績不振を受け

た措置。2029 年末までに年コスト

を約 2億 9,000万ユーロ圧縮する。

計画の詳細は年内に明らかにする

としている。 

従業員 4,700人を削減する。対象

者の一部は配置換えされることか

ら実際に削減幅は 3,700人となる。 

自動車向け事業では需要が減少

する内燃機関車向け部品の生産を

徐々に減らしていく。市場の拡大

が想定を下回る電動車向け部品の

分野にもメスを入れる。 

産業向け事業ではロボット用の

遊星歯車を製造する独ハーメルン

工場を閉鎖する。 

<EUR12493> 

 

軸受大手シェフラーが欧州で人員削減 

鉄鋼大手ザルツギター、第2位株主がTOBへ 

 

高級車大手の独 BMW が 6 日に

発表した2024年7～ 9月期（第 3四

半期）決算の営業利益（EBIT）は

16億 9,600万ユーロとなり、前年同

期を 61.0％下回った。主力市場であ

る中国の低迷とブレーキの不具合

問題が響いた格好で、株主帰属の

純利益は 85.5％減の 3 億 8,900 万

ユーロに落ち込んだ。 

売上高は 324億 600万ユーロで、

15.7％減少した。販売台数が 13.0％

減の 54万 881台と振るわなかった

ことが反映されている。中国販売

は約 30％縮小した。 

主力の乗用車部門は売上高が

13.2％減って 278億 5,400 万ユーロ

となった。EBITは 79.8％減の 6億

3,400 万ユーロで、売上高営業利益

率は前年同期の 9.8％から 2.3％へ

と急低下した。 

<EUR12494> 

英自動車工業会（SMMT）は 5日、

同国の 2024 年 10 月の乗用車新車

登録が14万4,288台となり、前年同

月に比べ 6.0％減少したと発表し

た。減少は、今年に入り 8月（1.3％

減）に次いで 2回目となる。1～ 10

月の累計は、前年同期比 3.3％増の

165万 8,382台だった。 

10 月の顧客別の登録台数は、大

口法人（1.7％減）、小口法人（12.8％

減）、個人（11.8％減）のいずれも

前年同月を下回った。 

燃料別では、ガソリン車（14.2％

減）とディーゼル（20.5％減）が大幅

な 2 ケタの減少率となった。プラグ

インハイブリッド車（PHEV）（3.2％

減）、ハイブリッド車（HEV）（1.6％

減）も前年同月を下回っている。電気

自動車（BEV）は、前年同月比 24.5％

増となり、燃料別では唯一、前年同月

を上回った。BEVでは、一連の新モデ

ルの市場投入や、メーカーによる大

幅な割引が販売を後押ししている。 

<EUR12495> 

英新車登録 
10月は6.0％減少 

BMWの利益激減、中国市場低迷とブレーキの不具合響く 
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仏タイヤ大手のミシュランは 5

日、仏西部のショレとヴァンヌに

ある 2工場を遅くとも 2026年初め

までに閉鎖する方針を発表した。

主にアジアからの低価格タイヤの

市場シェア拡大による、乗用車お

よび小型トラック、トラック用の

タイヤ市場の構造的な変化や、イ

ンフレやエネルギー価格の上昇な

どに起因する欧州の競争力低下を

背景に、両工場では生産が大幅に

落ち込んでいた。今後の改善が見

込めないことから、両工場の閉鎖

を決定した。これにより、従業員

1,254人が影響を受ける。 

ショレ工場には、従業員 995人が

勤務している。同工場では、主に 17

インチ以下の小型トラック用タイ

ヤを生産しており、半製品（主にゴ

ム化合物）も生産している。同工場

の生産規模は、2024 年に 262 万

5,000ユニットとなり、2019年の約

437万 5,000ユニットから大幅に落

ち込んでいる。 

ヴァンヌ工場には、従業員 299人

が勤務している。同工場では主に、

トラックおよび乗用車用タイヤの

製造に使用する金属補強材（ケー

ブル）などを生産している。特に、

ミシュラン・グループの欧州のト

ラック用タイヤ工場の需要低迷に

より、同工場の生産規模は、2024年

は 3 万 4,000 トンとなる見通し。

2019 年は 4 万 1,000 トンを生産し

ていた。 

<EUR12496> 

独商用車大手のダイムラー・ト

ラック は 5日、傘下の三菱ふそう

トラック・バスがスウェーデンの

物流会社 Victor Falkenklevから電動

小型トラック「eキャンター 9C18e」

を 6台、受注したと発表した。 

Victor Falkenklev は、調達した車

両を長年の提携先である独郵便・

物流大手DHLの配送業務専用車と

して、スウェーデンの南海岸のス

コーネ地域やマルメの市街地など

に投入する予定。荷物の回収・配達

のために走行する距離は平均約

20kmで、約 20～ 30カ所の停車箇

所がある。 

「eキャンター 9C18e」は、全長

7.2m、ホイルベース 4,750mm の

8.55トン・トラックで、物流パレッ

ト最大 15個の容量を持つ。バッテ

リー 2個で構成されるサイズ「M」

の充電池を搭載しており、1回のフ

ル充電で最大 140 ㎞を走行するこ

とができる。 

<EUR12497> 

三菱ふそう 
スウェーデン物流会社から電動小型トラック6台受注 

ミシュラン、仏2工場を閉鎖 

 

東欧・ロシア・その他 

 

日本はポーランドと原子力分野

で協力する。竹内真二・経済産業大

臣政務官は 7日、訪問先のワルシャ

ワでマジェナ・チャルネツカ産業相

と原子力エネルギー開発に関する

覚書を交わした。国内初の原子力発

電所建設を目指すポーランドは日

本が持つ知見や技術を活かし、同分

野の技術力と能力の構築を図る。 

ポーランドは現在、2つの原発建

設計画を進めており、第 1原発は米

ウエスチングハウス・エレクト

リック、第 2原発は韓国水力原子力

発電（KHNP）の原子炉を導入する。

第 1 原発では加圧水型原子炉

「AP1000」3基を設置。東芝エネル

ギーシステムズが蒸気タービンと

発電機（STG）を供給する。 

今回の合意に先立ち、一部のメ

ディアでは同国の原発建設プロ

ジェクトで日本と提携するとの報

道がなされたが、ポーランド産業

省は「（日本との合意は）報道とは

異なり、第 2原発の建設に関する協

定の締結を意味するものではな

い」とのコメントを発表。経済面と

技術支援、原発の安全性に関する

知見の共有などを含む「原子力エ

ネルギー分野における広義の協力

に関するもの」だと説明した。第 2

原発については先月、ドナルド・

トゥスク首相が建設資金援助を求

める発言をしている。 

報道ではまた、合意が小型モ

ジュール炉（SMR）開発での協力に

つながるとの見方が示されたが、

同省はこれについて公式にコメン

トしていない。 

<EUR12498> 

日本とポーランド、原子力エネルギー開発で協力 
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チェコ国営電力会社 CEZ は 10

月 31日、アルジェリアからの天然

ガス調達で同国の炭化水素公社

（Sonatrach）と契約したと発表し

た。燃料資源の対ロシア依存を軽

減する狙い。チェコの需要の約 2％

（10 万世帯の需要に相当）を輸入

する。 

CEZは 2年前に Sonatrachとの交

渉を開始。チェコ政府の助力を得

て今回の契約調印に至った。すで

に 10月から輸入が始まっているガ

スはチュニジアを経由して地中海

横断パイプラインでイタリアへ向

かい、そこからチェコまで輸送さ

れている。 

チェコはロシアの対ウクライナ

全面侵攻を機に、燃料調達先の多

様化を進めている。ドイツやノル

ウェーの天然ガス供給業者と取引

するほか、蘭エームスハーフェン

を通じて液化天然ガス（LNG）を輸

入している。昨年末にはドイツ北

部、北海にそそぐエルベ川の河口

に位置するシュターデで建設中の

LNG 基地の使用契約を締結。新

LNG 基地は 2027 年後半の稼働が

予定されている。 

<EUR12499> 

 

ルーマニア政府はこのほど、マ

イクロエレクトロニクス業界開発

計画に沿い、ドイツのロバート・

ボッシュ、コンチネンタル・オート

モーティブ及び、オランダの NXP

セミコンダクターズに総額 1 億

9,000 万ユーロの助成を実施するこ

とを決定した。車載用途に絞るこ

とで、国内重要産業の一つである

自動車業界を強化し、欧州連合

（EU）の自動車産業の競争力向上

に貢献する狙い。助成金は国家復

興・レジリエンス計画（PNRR）の

予算から拠出する。 

シュテファン・ラドゥ・オプリャ

経済・起業・観光相は 3企業との契

約調印にあたり、ルーマニアの IT

エンジニア数が人口比で欧州連合

（EU）加盟国中トップ、世界でも

6位につけると指摘。そのうえで、

今後は専門化が必要になるという

立場を示した。自動車産業は国内

総生産（GDP）の 13～ 15％を占め

る重要産業の一つで、欧州レベル

でも競争力強化が求められてお

り、戦略的重要性が高いという見

方だ。今回の助成で、デジタルトラ

ンジション（DX）とグリーンモビ

リティの促進を狙う。 

3社の研究開発計画は、マイクロ

エレクトロニクス・通信技術分野

における欧州共通利益に適合する

重要プロジェクト（IPCEI）に位置

付けられる。国内 8大学（ブカレス

ト工科大学、クルジュナポカ工科

大学、ティミショアラ工科大学、ヤ

シ・ギョルギェ・アサキ工科大学、

アルバユリア 1918 年 12 月 1 日大

学、スチャバ・ステファン・ツェル・

マーレ大学、ブラショフ・トランシ

ルバニア大学、バベシュ・ボヨイ大

学）も提携パートナーとしてプロ

ジェクトに参加する。 

コンチネンタルは、自動車向け

スマート・トランスデューサの生

産およびバリューチェーン構築で

エネルギー効率向上を目指す。投

資規模は 12億 1,100万レウ（約 2億

4,300万ユーロ）で、PNRRから 3億

7,193万レウ（約 7,470万ユーロ）の

助成を受ける。 

ロバート・ボッシュは「ユーロド

ライブ」プロジェクトとして、高度

自動運転システムおよびグリーン

モビリティ向けマイクロエレクト

ロニクスのバリューチェーン構築

を目指す。コンピュータ・ビジョン・

ソリューションを備えた自動運転

レベル 3 のドメインコントローラ

（AI 深層学習アルゴリズム）を開

発するとともに、電動車向けスマー

トアクチュエータの生産・実装を進

める。プロジェクト費用は 17 億

6,400 万レウ（約 3 億 5,500 万ユー

ロ）で、このうち 1億 7,060万レウ

（約 3,430万ユーロ）を助成で賄う。 

NXP は統合的システムオンチッ

プ（SOC）「センシコム（Senthicom）」

の研究開発で支援を受ける。プロ

ジェクトには◇ 20 ナノメートル

（nm）未満のマルチドメイン・デジ

タルレーダー分野における画期的

な製品の開発◇先端センサシステ

ムの設計・プロトタイプ製作・試験

生産◇ 5nm 車載プロセッサの開発

◇ 5nmプロセッサのソフトウエア・

プラットフォームの開発◇5G/6G通

信向けアプリケーションのアルゴ

リズム、IPブロック、SOCソリュー

ションの開発――が含まれる。総費

用は 15 億 9,200 万レウで（約 3 億

2,000万ユーロ）、4億3,020万レウ（約

8,650万ユーロ）の助成を受給する。 

<EUR12500> 

チェコ国営電力CEZ、アルジェリアから天然ガスを調達 

ルーマニア、車載システム開発に1.9億ユーロ助成 
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米ウエスチングハウス・エレク

トリックは 4日、韓国・現代エンジ

ニアリングと共同で、ブルガリア

のコズロドゥイ原発の事業会社

KNPP-Newbuild と原子炉建設のエ

ンジニアリング契約を結んだと発

表した。ウエスチングハウスの加

圧水型原子炉「AP1000」2基の導入

に向け、より詳細な計画の策定に

入る。原子炉は 2035年に稼働を開

始する予定。 

ブルガリアのウラジーミル・マ

リノフ・エネルギー相によると、取

引額は 3 億 5,000 万米ドル～ 3 億

7,000 万米ドルの範囲。ウエスチン

グハウスと現代による事業計画の

提出を経て、最短で来年 10～ 12月

期（第 4四半期）に議会の承認が下

りる可能性があるという。 

同工事では原子炉の 7 号機と 8

号機を新たに設置する。現在、稼働

しているのはロシア製原子炉

「VVER-1000」の 5 号機と 6 号機

で、いずれも 1,000メガワットの出

力を持ち、ブルガリアの総発電量

の 35％を賄っている。2億 9,200万

レフ（約 1億 5,000万ユーロ）をか

けた 15年からの近代化改修工事の

結果、5 号機の運転許可は 27 年ま

で、6 号機は 29 年まで延長されて

いる。 

ウエスチングハウスはコズロ

ドゥイ原発の AP1000 型原子炉に

スウェーデンから燃料を供給す

る。同型原子炉は中東欧ではポー

ランドとウクライナが導入を決定

している。 

<EUR12501> 

 

セルビアが同国初の水素パイ

ロットプロジェクト「HyD セルビ

ア」を進めている。ドイツのエネル

ギー企業、ライプチガー・エナギー

と提携して実施しているもので、

ドイツ政府が国家水素戦略（NHS）

の枠内で資金を援助している。 

独経済・気候保護省（BMWK）の

運営するポータル「EnArgus」によ

ると、HyDセルビアは、セルビアの

多地点におけるグリーン水素およ

び派生製品の量産に向け、太陽光

発電設備と水電解槽を一体化した

小型設備を試験するのが目的だ。

実施期間は 2022 年 12 月 1 日から

26年 6月 30日まで。政府が 350万

ユーロを助成するほか、フラウン

ホーファー CSP（シリコン・太陽光

発電技術センター）に、セルビアに

おけるグリーン水素および派生製

品の大量工業生産・輸送・輸出の可

能性について調査を委託した。 

政府は今回のプロジェクトが、

グリーン水素生産における技術・

規制・商業面の基盤となり、将来

の量産化に向けたケーススタ

ディの役割を果たすと見込む。ま

た、セルビアに気候中立のエネル

ギー源の安定的・かつ確実なサプ

ライチェーンを構築することで、

将来的にドイツの需要を部分的

にカバーすることにも期待をか

けている。 

ドイツ復興金融公庫（KfW）のク

ラウス・ミュラー南東欧・トルコ地

域統括責任者は 10月下旬、セルビ

アのドゥブラフカ・ジェドヴィッ

チ・ハンダノヴィッチ・エネルギー

鉱業相と会談し、グリーン水素を

含む革新的な再生可能エネル

ギー・プロジェクトへの投資に前

向きな姿勢を明らかにした。対象

には民間企業が進めるパイロット

プロジェクトも含まれる。その数

日後、現地メディアに対し、すでに

HyD セルビアを支援している事実

を指摘した。 

独政府は国際水素プロジェクト

支援ガイドラインを通し、次世代

技術となりうるが現時点では採算

の取れないプロジェクト及び関連

調査に最高 1,500 万ユーロを助成

する政策を進めている。BMWKに

よると、欧州連合（EU）・欧州自由

貿易連合（EFTA）に加盟していな

い国々で、グリーン水素および派

生製品の生産・貯蔵・輸送を拡大す

るとともに、水素の統合的な利用

を進める方向だ。これにより、◇国

際的なグリーン水素市場の成長◇

国外におけるドイツの技術の普及

◇グリーン水素輸入への布石を打

つ――を狙う。 

<EUR12502> 

セルビア 
ドイツの支援で初のグリーン水素プロジェクトを推進 

ブルガリアの原子炉増設工事 
米韓企業連合とエンジニアリング契約締結 
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欧州為替・株価指標        ＜2024年10月28日～11月8日＞ 

対ポンド

対スイスフラン

対日本円

FTSE 100 （ロンドン）

出所：欧州中央銀行、ロンドン証券取引所、ロンドン国際石油取引所

ブレント原油 （先物／1バレル当たり／単位：ドル）                                

対ドル

ユーロ相場       

1.0818 

1.0774 1.0815 

1.0882 1.0885 1.0904 1.0897 

1.0695 1.0785 1.0772 

28日 29日 30日 31日 1日 4日 5日 6日 7日 8日

0.8329 0.8302 0.8343 
0.8375 0.8400 0.8406 0.8392 

0.8322 0.8319 0.8319 

28日 29日 30日 31日 1日 4日 5日 6日 7日 8日

8,285.62 8,219.61 

8,159.63 8,110.10 
8,177.15 8,184.24 8,172.39 8,166.68 8,140.74 

8,072.39 

28日 29日 30日 31日 1日 4日 5日 6日 7日 8日

71.42 71.12 
72.55 

73.16 73.10 
75.08 

75.53 74.92 75.63 
73.87 

28日 29日 30日 31日 1日 4日 5日 6日 7日 8日

0.9367 0.9369 
0.9393 

0.9412 0.9427 0.9410 

0.9402 
0.9368 

0.9432 

0.9393 

28日 29日 30日 31日 1日 4日 5日 6日 7日 8日

165.18 165.66 165.91 166.30 
165.54 165.47 165.93 

165.05 

165.71 

164.18 

28日 29日 30日 31日 1日 4日 5日 6日 7日 8日
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